
表紙デザインは国際コミュニケーション学科 比嘉康太さんの作品です。
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佐喜真　實

　明けましておめでとうご
ざいます。
　皆様におかれましては、
子年の 2020 年を大きな希望をもって、迎えられ
たことと、お慶び申し上げます。
　沖縄大学は、「常に新しいことにチャレンジする」
の掛け声に相応しく、毎年教職員が協働して大学
革新の取り組みを行っております。
　昨年は健康栄養学部が創設され、管理栄養士を
目指す多くの学生が本学の門をくぐりました。今
年も希望を胸に抱いた学生が入学してくる予定で
す。四学年の学生が揃う 2022 年が待ち遠しい限
りです。
　本年は、伝統ある法経学部の学部名が新しくな
り、内外共に「経法商学部・経法商学科」の名前
が響き渡る年になるかと思います。名前だけでな
く、法律、経済、経営という社会組織の枠組みを
支えている基本的かつ重要な学問が学び易くなり
ます。既にスタートしています法律行政コース、
経済経営コース、地域社会コースの 3コース制が、
新たな学部名のもと、さらに充実することが期待
されています。
　沖縄県の大学進学率は、昨年、初めて 40.2％と
大台を超えました。本学は、創設当初から沖縄の
発展に必要な有為な人材の育成に取り組んできま
したが、引き続き、進学を志す学生にとって魅力
ある受け皿となるよう、全学を上げて取り組んで
いるところです。
　「夢創造・夢実現」の大学、これが私の目指すと
ころです。昨年の教員採用試験合格者はこれまで
にない 46 名となり、大きく躍進しました。福祉、
国際コミュニケーションを学ぶ学生も高い目的意
識をもって夢の実現に頑張っています。ぜひとも
多くの学生が、本学で学ぶことで夢をかなえて意
気揚々と飛び立ってほしい、目標が漠然としてい
る場合は大学の中にある様々な知見に触れること
で、確固たる目標を見出してチャレンジしてほし
いと思います。
　本学は国場の地に根をはり、県都那覇市に立地
する個性豊かな大学です。大学の持つ、研究、人
材育成の力を活かして、地域とのきずなを深め、
今後さらに学生が大きく飛躍できる大学にするた
めに教職員と共に、奮闘することをお誓い申し上
げて、年頭のご挨拶といたします。

　私の好きな作家に、飯嶋
和一さんという方がいます。
寡作の作家なので、いつ
も新作を待ちわびているのですが、第一作目を除
き、二作目以降は、江戸時代を舞台とした時代小
説を発表しています。時代小説と言えば、戦国武
将や剣客、場合によっては奉行など、「つわもの」
たちの物語と相場が決まっていますが、飯嶋さん
の小説の主人公は、どちらかと言えば侍は「わる
もの」であり、彼らに被圧される庶民の側で苦闘
する相撲取りや医者や、少し外れた位置に属する
商人や職人であったりします（最新作は、侍社会
からはじき出された侍の話でしたが）。何かのイン
タビューで読んだ覚えがあるのですが、飯嶋さん
が今と異なった時代を舞台にして小説を書くのは、
そのほうが自由に描けるからだという思いがある
そうです。つまり、時代小説という形はとってい
ますが、語られているのは今の話だと私は思って
います。歴史という過去の事実を基にしながらも、
現実の人々そのものではなく、こうありえたかも
しれない人々の姿がえがかれた本を読むことで、
私は勇気のようなものをもらえる気がしています。
　また、先日は、『ちむぐりさ』というノンフィ
クションの映画の試写会にいってきました。この
映画は、那覇市内にある珊瑚舎スコーレというフ
リースクールに進学した高校生が主人公の物語で
す。その彼女の眼と、彼女の書いた文章を軸にして、
今の沖縄が抱えている問題がいくつも浮き彫りに
されていきます（2月以降に、桜坂劇場で公開予
定となっていますので、ぜひ、いろいろな方に見
てもらいたいと思います）。彼女は映画の最後のほ
うで、一つの箴言を紹介しています。それは、自
分がなすことで世の中を変えることは難しい。で
も、それをなすことは、世の中によって自分が変
えられないようにするためだ……というガンジー
の言葉です。この言葉にも、勇気のようなものを
もらえた気がします。
　時代という大きな流れの勢いが増すばかりと思
える昨今です。あらたな年を迎えるにあたって、
頭に浮かんだ本と映画のことを紹介させてもらい
ました。

盛口　満

2020年 年頭あいさつ

学長挨拶 理事長挨拶
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今
年
度
も
沖
縄
県
教
員
候
補

者
選
考
試
験
の
合
格
発
表
が
あ

り
、
現
役
19
名
、
過
卒
生
27
名

が
合
格
し
、
過
去
最
高
の
合
格

者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
合
格
者
数
は

好
調
を
維
持
し
て
お
り
特
に
現
役

合
格
者
数
に
つ
い
て
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
関
係
者
か
ら
「
沖
大
で
は

ど
の
よ
う
な
教
採
対
策
を
し
て
い

ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
り
し
ま

す
。
こ
こ
数
年
の
合
格
者
増
加
は

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の

か
、
気
に
な
る
よ
う
で
す
。
今
回
は

沖
大
の
教
採
対
策
、
学
生
の
取
組
を
少
し
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
３
年
次
後
期
か
ら
本
格
的
に
対
策
講

座
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、対
策
講
座
と
い
っ

て
も
最
初
の
１
～
３
ヶ
月
間
は
勉
強
方
法
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て
自
主
学
習

の
時
間
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
各
学
科
教
職
担

当
の
先
生
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
自
分
に
あ
っ

た
勉
強
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

勉
強
方
法
が
身
に
つ
い
て
き
た
年
明
け

１
月
か
ら
教
職
教
養
科
目
の
講
座
を
全
15
回

（
約
３
ヶ
月
間
）
外
部
講
師
を
招
い
て
実
施
し

ま
す
。
週
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
朝
９
時
か
ら

１
コ
マ
実
施
し
講
座
終
了
後
に
は
振
り
返
り

の
時
間
と
し
て
配
付
さ
れ
た
資
料
を
用
い
て

自
主
学
習
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
学
生
は
毎
日
10
～
13
時
間
は
勉
強
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
入
る
と
自
主
学
習
と
並
行
し
て
毎

週
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
試
験
は
教
職
教
養

　
平
成
31
年
度
沖
縄
県
公
立
学
校
教
員
候

補
者
選
考
試
験
で
、
今
年
も
去
年
同
様
19

名
が
現
役
合
格
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
沢
山
の
合
格
者
を
出
せ
た

の
は
、
こ
ど
も
文
化
学
科
の
先
生
を
は
じ

め
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
学
の
サ

ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
も
19
名
の
合
格
者
が
で
て
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
く
な
る
中
、
先
輩
方

の
後
を
追
う
よ
う
に
10
月
ご
ろ
か
ら
少
し

ず
つ
試
験
勉
強
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最

初
の
頃
は
勉
強
す
る
習
慣
を
付
け
る
た
め

一
日
1
時
間
、
２
時
間
と
勉
強
の
量
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
た
。
集
中
力
が
続
か
な

い
時
も
あ
り
、
遊
び
た
い
け
ど
勉
強
し
な

き
ゃ
と
い
う
葛
藤
と
闘
い
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
勉
強
に
力
が

入
っ
た
の
は
年
が
明
け
た
頃
で
す
。
７
月

の
一
次
試
験
に
向
け
て
勉
強
の
計
画
を
立

て
な
が
ら
何
月
ま
で
に
こ
こ
ま
で
は
終
わ

ら
す
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
一
日
10
時
間

机
に
向
か
い
続
け
ま
し
た
。
模
試
が
あ
る

た
び
に
、
点
数
が
上
が
っ
て
喜
ぶ
人
も
い

れ
ば
、
全
然
伸
び
ず
悩
む
人
も
い
て
、
み

ん
な
毎
日
苦
し
み
な
が
ら
勉
強
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
無
事
一
次
試
験
が
終
わ
り
、

科
目
や
専
門
教
科
を
教
職
担
当
の
先
生
方
が

作
成
し
た
問
題
や
業
者
に
依
頼
し
た
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
毎
週
試
験
を
実
施
す
る
こ
と

で
試
験
慣
れ
し
落
ち
着
い
て
７
月
の
本
番（
一

次
試
験
）
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
す
。

　
一
次
試
験
が
終
わ
る
と
翌
日
に
は
二
次
対

策
講
座
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
二
次
対
策
講
座

は
学
生
が
１
日
中
（
朝
８
時
～
夜
11
時
ま
で
）

自
主
学
習
で
き
る
教
室
を
準
備
し
教
職
担
当

の
先
生
方
が
空
い
て
い
る
時
間
に
出
向
い
て

論
文･

面
接
・
模
擬
授
業
等
の
指
導
を
行
い

ま
す
。
実
技
系
（
マ
ッ
ト
運
動
、水
泳
、武
道
、

音
楽
等
）
に
つ
い
て
は
、
外
部
講
師
に
依
頼

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
日

時
を
調
整
し
講
座
の
時
間
に
各
学
生
が
参
加

し
ま
す
。
学
生
は
約
１
ヶ
月
間
、
仲
間
と
一

緒
に
教
採
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
沖
大
で
の
教
採
対
策
は
３
年

次
後
期
か
ら
４
年
次
前
期
終
了
ま
で
約
１
年

を
通
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
学
生
が
目
標
に

向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
勢
と
、

教
職
の
先
生
方
に
よ
る
熱
心
な
指
導
が
あ
り
、

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
環
境
（
使
用
教

室
の
予
約
、
講
座
の
調
整
等
）
を
整
え
る
こ

と
で
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
す
で
に
来
年
度
の
採
用
試
験
に
む
け
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
は
日
曜
日
、

祝
祭
日
に
も
自
主
学
習
す
る
た
め
の
教
室
使

用
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
良
い
報
告
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー　

事
務
長　

池
村 

貴
志

二
次
試
験
の
対
策
も
す
ぐ
に
始
ま
り
ま
し

た
。
一
次
試
験
の
結
果
が
わ
か
ら
な
い
中

で
み
ん
な
不
安
と
戦
い
な
が
ら
毎
日
対
策

を
続
け
ま
し
た
。
一
次
試
験
よ
り
対
策
期

間
が
短
い
中
、
論
文
、
音
楽
（
ピ
ア
ノ
、

リ
コ
ー
ダ
ー
）、
体
育
（
マ
ッ
ト
、
水
泳
）、

模
擬
授
業
、
面
接
練
習
と
み
ん
な
で
励
ま

し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

二
次
試
験
期
間
中
も
上
手
く
い
か
な
く
て

泣
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
お
互

い
声
を
掛
け
合
い
、
高
め
合
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
こ
の
沖
縄
大
学
で
共
に
4
年

間
を
過
ご
し
て
き
た
仲
間
だ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
対
策
を
し

た
過
卒
生
の
力
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
実

際
に
現
場
で
の
経
験
が
あ
る
た
め
、
現
場

の
話
を
聞
き
な
が
ら
面
接
練
習
の
時
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
貰
っ
た
り
し
ま
し
た
。
現
場

で
の
経
験
談
を
聞
い
て
い
る
と
、
合
格
し

て
来
年
は
自
分
た
ち
が
教
壇
に
立
つ
ん
だ

と
い
う
気
持
ち
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
役
生
、
過
卒
生
と
一
緒
に
対
策
を
し

て
き
た
仲
間
と
合
格
で
き
た
こ
と
、
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
苦
し
か
っ
た
教
員
採
用
試
験
を
乗
り
越

え
て
き
た
仲
間
と
共
に
、
私
た
ち
は
4

月
か
ら
小
学
校
教
員
と
し
て
働
き
ま

す
。
試
験
に
受
か
っ
た
か
ら
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
大
学
４
年
間
の
講
義
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
生
か

し
、
一
人
一
人
が
ま
た
次
の
目
標
に

向
か
っ
て
成
長
し
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『教職『教職のの沖大』！沖大』！
2019 年度沖縄県教員採用試験2019 年度沖縄県教員採用試験

現役合格者現役合格者1919 名名！！
卒業生も含めると46名合格！卒業生も含めると46名合格！
過去最高合格者数！過去最高合格者数！

沖
縄
大
学
の
教
採
対
策
講
座
に
つ
い
て

教
員
採
用
試
験
を
終
え
て

こども文化学科
 4 年次

名嘉 愛和
（那覇高校出身）

1月
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　法経学科は新たな試みとして、
沖縄県中小企業家同友会と協力
して中小企業のお仕事を体験でき
るブースを出展していました。今
話題のドローンを操縦できるブー
ス、昭和初期まで利用されていた
活版印刷という版画のように手動
で丁寧に印刷するものや 3D プリ
ンタ、教育現場でも使われている
テーブル型マルチタッチパネルを使った電子ボードゲーム
で遊べるコーナーなど様々な企業の仕事を体験することが
できました。

福 祉 福 祉 
文 化 学 科文 化 学 科

　福祉文化学科ではフリーマーケットや
反射能力を測るゲーム、輪投げ、箱の中
身はなんだゲームなど、小さい子でも遊
べるブースがたくさんありました。ゲー
ムは遊べば遊ぶほどポイントが溜まり、
このポイントは駄菓子やおもちゃと交換
できるので、大人も子どもも年齢問わず
一緒に楽しめる場となっていました。

法経学科法経学科
このこの印刷機印刷機でで

印字印字したも
のです。したもので
す。

この印刷機印刷機で

印字印字したも
のです。

国 際国 際
コミュニケーションコミュニケーション学科学科

　国際コミュニケーション学科３年でアーティストの
「Kota」（p12 に詳しく紹介）さんが絵の展示会を行っ
ていました。そこでは「ポイ捨てした者たちへ、ケリを
付けに行こう。アートという武器で。」をテーマにした
アート展「Seeker」で披露した、タバコの吸殻と自身
の「Soft cream」を掛け合わせた作品も展示されてい
ました。「Kota」さんの今後の活躍に乞うご期待です！

60 周 年 目 を 迎 え た 沖 大 祭！
今回は学生広報スタッフとし
て人文学部国際コミュニケー
ション学科 2 年の新垣志織さん
に沖大祭の様子を取材しても
らいました。

1月
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　こども文化学科では毎年恒例となっている『沖
大附属小中学校』を開催しました。2・3 年次の
学生らが先生となり、地元の小学生や子どもたち
とトートバッグにイラストを書いて世界に一つだ
けのオリジナルトートバッグを作る授業や魚の絵
を指定された塗り方で完成させていく授業など、
各ゼミ工夫を凝らした授業を展開していました。

健 康 栄 養 学 部健 康 栄 養 学 部
管 理 栄 養 学 科管 理 栄 養 学 科

国際コミュニケーション学科 2 年
新垣 志織

　紙面では紹介できなかった出展もたく
さんあります。今回の取材を通して、学
生達が地元の方々と楽しそうに話してい
る様子や泡パーティーで大人も子どもも
はしゃいでいる姿を見て『沖大は地域の
方々と支え合って成り立っている学
校だな』と改めて感じました。来年
も是非多くの沖大生や地域の方に
参加いただきたいです。

こ ど も こ ど も 

文 化 学 科文 化 学 科

　健康栄養学部学生有志メンバーは沖縄で問題となっている生活習
慣病や不規則な生活を送っている若い人たちに、食を見直して健康
になってほしいと想いを込め考案した「からだ想い弁当」を販売し
ました。学生たちが献立を作成し、リウボウフーズさんの協力を経
て完成したお弁当は彩りもよく栄養たっぷり、美味しさ満点の弁当
となっていました。

試食 会 の 様 子

地域の公衆栄養活動の
地域の公衆栄養活動の

一環として、一環として、
山代学部長はじめ
山代学部長はじめ
皆様のご支援をえて
皆様のご支援をえて
完成しました！完成しました！
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◆ News&Topics ◆

　　　　　　◆ 2019 年度 9 月卒業式

　沖縄大学 9 月卒業式が
開催されました。学部生
18 人が卒業を迎え、盛口
満学長より出席者ひとり
ひとりに卒業証書が手渡さ
れました。また式では盛口
学長より門出を祝う言葉
が卒業生に贈られました。

　　　　　　◆奨学金授与式

　今年度は、企業、宮古・
八重山地区有志会、同窓
会 支 部 有 志 の 皆 様 か ら
973 万円のご寄付を賜り、
29 名の学生に寄付者の
お名前を冠した奨学金を
授与することができまし
た。冠奨学金は、経済的
な修学環境を改善し、学

業成就、将来の地域社会への還元を目的に、沖縄大学後援会の協
力の下、2001 年に創設されました。創設当初より、県内企業の
皆様、個人の皆様の心あたたまるご支援を頂きながら、これまで
に 331 名の学生に支給されています。

　　　　　　◆辞令交付式（関東学院大学
　　　　　　  との職員相互派遣人事交流）

　関東学院大学（神奈川県横
浜市）との第二回目となる職
員相互派遣人事交流、今年は
桐木健斗さんを学生支援課に
迎えました。3 ヶ月間、両大
学の職員を派遣し、事務職員
の能力開発をもって、大学組
織の発展に寄与することを目
的としています。

　　　　　　◆「学問と社会」ゲスト講師に
　　　　　　  ORANGE RANGEのYOHさん

　「学問と社会」の講義にお
いて、ORANGE RANGE の
ベーシスト・YOH さんを
ゲストティーチャーとして
お招きし講演いただきま
した。登壇した YOH さん
は、幼い頃の家庭環境や
父となった今想う家族に
ついてのこと、バンド活

動、そして東日本大震災の支援活動に触れ、これまでの人生で感じ
た様々な想いを語ってくれました。

　　　　　　◆新旧理事長慰労激励会

　長濱正弘前理事長在任
中のご活躍を讃え、激務
をねぎらうとともに、佐
喜真實新理事長への激励
を兼ねた会が、開催され
ました。当日は 80 名を
越える大学関係者が集い、
これまでの長濱前理事長
のご活躍を振り返りなが

ら、新理事長のもと、更なる大学の飛躍に向け語り合う時間が共
有できました。また会では長濱前理事長の三線も披露され、和や
かな催しとなりました。

7/31

9/30

10/1

10/2

8/3

8/8

8/29～9/14

　　　　　　◆社会福祉士・精神保健福祉士　
　　　　　　  国家試験激励会

　2018 年度に国家試験を合格した卒業生を招待しての「社会福
祉士・精神保健福祉士　国家試験激励会」が開催されました。
　激励会の前半には、国家試験合格者に対する表彰状及びお祝い
金が、棚原勝也沖縄大学同窓会会長から授与されました。この表
彰状及びお祝い金は、沖縄大学同窓会の皆様からこれまでに多く
の福祉文化学科の卒業生に支給されてきました。2018 年度は、
12 名の合格者にお祝い金が授与されました。その後、国家試験
に合格した卒業生（8 名参加）から、国家試験合格に向けての勉
強法や心構えを細かく伝えてもらいました。

　　　　　　　　　　　　◆ 2019年度
　　　　　　　　　　　　  父母懇談会

　8 月 29 日の久米島会
場を皮切りに北部地区、
中南部地区で 210 名の
保護者にご参加いただき
ました。
　この懇談会は、学業成
績や就職状況、学生生活
などについて、ゼミ担当
教員や職員と個別に相談

していただき、保護者の皆様と連携を密にしながらきめ細かな学
生支援を行っていけるようにと毎年開催しています。
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学長へ活動の終了報告（12/2）

◆ News&Topics ◆

　　　　　　◆ OKIDAI THE 職人倶楽部
　　　　　　  『FC琉球、沖縄と共にJ1へ！』
　　　　　　　三上昴社長

　沖縄で活躍する人のビ
ジネスヒストリーを伺い、
人生 100 年時代を生き
抜く教養や術を身につけ
るきっかけにと企画して
いる「OKIDAI THE 職人
倶楽部」講演会がスター
トしました。第一回目の
講師は、FC 琉球社長の
三上昴さんをお招きしま

した。大手外資系金融会社からフットボールチームの社長へと転身
した三上さんのキャリアの話に学生や参加者は興味深く聞き入っ
ていました。後半はサッカーそして沖縄への想い、沖縄の秘めた
可能性についても語られました。最後には、「世界を変えたい」と
いう熱い想いが大事だと、学生たちへメッセージが送られました。

　　　　　　　　　　　　◆学P2019
　　　　　　　　　　　　  沖縄リーグ

　県内７大学がアイディアと
チームワークで商品開発をし
て、販売数等を競いあう「学Ｐ
2019 沖縄リーグ」。
　沖縄県内のファミリーマー
トで販売する商品の開発から
販売促進までを体験できる実
戦型のインターンシップで、
今回で 13 回

目を迎えます。今年は本学からは管理栄
養学科 10 人の学生がインターンシッ
プに臨みました。
　沖縄大学の学生が開発した商品

『あっ！うむさん』は敢闘賞を受賞し
ました。

　　　　　　◆「外国語チャンプルー
　　　　　　　  フェスタ 2019」

　楽しみながら語学の運用力
アップに繋げる機会になれば
と国際コミュニケーション学
科を中心に実施されている
企画「外国語チャンプルー
フェスタ」が開催されました。

「チャンプルー」には英語、
中国語、フランス語、ベトナ

ム語などいろいろな言語が混じり合っているという意味と、スピー
チや寸劇、歌などいろいろなパフォーマンスがあるという意味が
こめられています。7 組がパフォーマンスをし、下記の 3 組が上
位入賞しました。
１位 寸劇「拔萝卜」 田中明美（中国語スピーチⅡ受講の科目等履修生）
２位 Korean Speech: 「翻訳の壁」 城間颯太（国コム 2 年）
３位 English song: “Skyscraper” 新垣委子（国コム 1 年）

11/29

11/10

10/28

11/19

10/28

10/8～22

　　　　　　◆ ボランティア協力学生へ感謝状

　那覇市中央公民館が地
域連携事業の一環で実施
した、夏休み期間中（8
月 8 日～ 16 日）の朝の
ラジオ体操にボランティ
アで協力した本学学生に
感謝状が贈られました。
表彰されたのは福祉文化
学科健康スポーツ福祉専

攻の学生有志でつくる「oki スポ」のメンバーと国際コミュニケー
ション学科の学生の合計 16 名です。
　上間小学校にて実施されたこの企画には、地域の園児や児童、
住民が参加し、毎回 7 ～ 8 名の学生がボランティアとして協力し
ました。学生は、2 時間のプログラムを日替わりで企画し、ラジ
オ体操後には、夏休みの宿題や勉強する時間を設けたり、鬼ごっ
こや紙飛行機作り、英語ゲームなどのレクリエーションを行うな
どして、子どもたちからも大好評でした。

　　　　　　◆こどもの国で木の実の授業

　こども文化学科盛口ゼミの３年次が沖縄こどもの国で授業を行
いました。テーマは「木の実教室」、木の実の特徴を知って、モノ
づくりなどを楽しみました。
　こどもの国での授業は今回で２回目となる盛口ゼミ。昨年、はじ
めて実施した学生の授業が参加者やこどもの国スタッフの方より高
評価を得ての今回の開催となりました。松の実やいろいろな木の実
を使っての工夫を凝らした授業に、子どもたちも興味津々でした。

　　　　　　◆日本語教員養成課程修了式

　10 月 28 日、日本語教員養成課程の修了式が行われ、修了生に
修了証が授与されました。今年度の修了者は法経学科 1 名、国際
コミュニケーション学科 3 名、こども文化学科 3 名、科目等履修
生 1 名となっています。
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　多くの学生に聞かれることは、「先生のゼミでは英語を学
習するのですか」の質問です。私は「英語を学習する上で大
切な英語教育について学習します」と伝えます。少し戸惑い、
難しそうだなという表情をする学生もいます。
　私のゼミでは、英語教育を指導者の視点、学習者の視点か
ら深く考えていくのが特徴です。例えば、大学入試における
民間試験の英語の導入については、「話す活動」を重視し、4 技
能統合型の授業で、コミュニカティブな指導をこれまで同様
に重視する必要があると学生は主張します。しかし、英語学
習は、「読む力」が何よりも大前提であると伝える学生もい
ます。喧嘩はしませんが、学生たちは、個々の意見をゼミに
おいて共有し、学びに繋げています。
　私のゼミ生の興味・関心は様々で、必ずしも教員を志して
いる学生だけではありません。4 年次に交換留学で長期留学
を希望し、英語を学びに行くゼミ生もいます。将来、英語教
育産業、具体的には英語教育に関わる本を主に扱う出版関係
の仕事に携わりたい。また、幼児期の子どもに対するこれか
らの英語指導を行うにはどのような指導方法が求められてい

るか追及したい。さらには、児童を対象とした英語スクール
を運営したいなど、学生はこれまでの自己の英語学習の経験
を踏まえて、今後の様々な目標を見出していきます。このよ
うに、学生がこれから社会でどのように貢献したいかを知る
ことは、私の学びにも繋がります。
　英語教育が小学校から教科化され、教育現場での英語指導
の舵取りをする教師の資質能力について今何が求められてい
るのかなど、日本の英語教育は大きなシフトチェンジの時を
迎えようとしています。これまで以上に、小中高大の繋がり
を密にし、協働しながら児童・生徒・学生を育成する時でも
あります。私のゼミの学
生は、実際に高等学校な
どでの授業観察や、現職
の英語教諭の方々とお
話しする機会を頂くこ
とで、教育現場に対す
る理解や関心を深めて
います。

人文学部 国際コミュニケーション学科 講師

天久 大輔
英語教育を学び自己の目指す
キャリア発見へ向けて

わがゼミナール

s a m p l e

sample

sample

sample

News & Topics

News & Topics

sample

sample

sample

わが ゼミナール

　日本の企業総数の 99.7 パーセントを占める中小企業は、産
業の基盤であり、地域の経済を支える存在です。しかし、中小
企業の中で、相当数の企業は経理体制を十分に整えていないの
が現状です。中小企業庁の調査結果によれば、経理財務担当の
人数が「1 人以下」と答えた中小企業は、7 割近くを占めてい
ます。また、経理財務担当者の中で、簿記や税理士、または公
認会計士資格を保有する人の割合は 50 パーセントしかありま
せん。その理由は、中小企業の経営者は、会計や経理に関する
専門的知識を有する従業員を雇用するのにコストがかかり、そ
の必要性もないという認識があったからです。
　かつては企業会計制度に関する研究も規模の大きい上場企業
を中心に展開されてきました。非上場の中小企業は、大企業の
ように、法律にしたがって、企業の財政状態や経営成績を株主
や債権者などの企業外部の利害関係者に報告する義務がないた
め、外部報告にかかわる問題を議論することはなかったと考え
られます。
　しかし、近年、中小企業においても会計を活用して、企業経
営を改善する効果が認められ、さらに、中小企業会計の基盤強
化を通じて、企業活動の活性化を図ることの必要性が認識され
るようになってきました。このような背景の下で、中小企業の

法経学部 法経学科 講師

朱 　愷雯

中小企業のための会計ルールの必要性

ための会計ルールが作成されました。
　では、なぜ、大企業とは異なる中小企業向け会計ルールを
作る必要があるでしょうか。その理由は、大企業と中小企業
の企業属性が違うからです。たとえば、大企業では、会計担
当者が複数人いるのに対して、中小企業では、それが 1 人以
下の場合が多いです。また、中小企業の会計実務は、大企業
と比べて、比較的に簡単であり、財務情報の利用者も、銀行
などの債権者や取引先に限られています。このような中小企
業の特徴に応じて、会計ルールの導入に関する事務負担を軽
減し、より多くの中小企業が採用しやすい会計ルールが必要
となっています。
　私は、こうした中小企業の会計のあり方について研究を行っ
ています。
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当
初
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「
今
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良
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兼
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ザ
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あ
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と
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そ
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冷
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な
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の
う
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に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
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人
先
生
」
と
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ポ
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ー

カ
ー
の
湖
池
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の
社
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が
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役
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お
笑
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芸
人
の
爆
笑
問
題
が
先
生
役

で
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ち
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ん
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手
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褒
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？
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し
、
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社
員
の
「
自
社
の
商
品
の
魅
力
を

う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
悩

み
に
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し
、「
お
笑
い
で
一
番
大
事

な
の
は
、
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
。

お
客
さ
ん
が
引
い
て
い
く
時
は
共
感

で
き
な
い
時
。
自
分
た
ち
が
面
白
い

と
思
っ
た
も
の
で
も
、
説
明
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
共
感
ま
で
た
ど
り
着

け
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
爆
笑
問
題

の
太
田
。商
品
の
魅
力
に
つ
い
て「
共

感
し
て
も
ら
う
こ
と
」
が
大
事
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門

家
の
先
生
か
ら
「IE

バ
ラ
ン
ス
が

大
事
」
と
の
解
説
。
人
は
理
屈
で
は

な
く
感
情
で
動
く
こ
と
か
ら
、I･･･

情
報
（Inform
ation

）、E･･･

感

情
（Em
otion

）
の
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
と
の
こ
と
。例
え
ば
、ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
た
か
た
が
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
販

売
す
る
と
き
の
伝
え
方
。

　
「
お
子
様
だ
け
を
撮
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ご
両
親
の
姿
も
必
ず
撮
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
思
い
出

に
残
っ
て
、
ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い

た
か
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
伝
わ
り

ま
す
よ
ね
！
」

　
機
能
や
ス
ペ
ッ
ク
な
ど
の
商
品
の

説
明
だ
け
で
は
動
か
な
か
っ
た
消
費

者
の
心
が
、
感
情
を
入
れ
る
こ
と
で

爆
発
的
に
売
れ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
！
と
「
本
学

に
お
け
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
は
、ユ
ー
ザ
の
『
感
情
を
動
か
し
、

共
感
を
得
る
』
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
文
言
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
取

り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　
新
た
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
０
２
０

年
8
月
に
公
開
予
定
で
あ
る
。
沖
大

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
な
が

る
ツ
ー
ル
と
し

て
機
能
す
る
も

の
を
作
り
た
い
。

　

臨
床
医
と
し

て
タ
バ
コ
や
ア

ル
コ
ー
ル
を
や

め
ら
れ
ず
に
健

康
を
損
な
い
寿

命
を
縮
め
た
多
く
の
患
者
さ
ん
を
看

取
っ
て
き
ま
し
た
。
病
気
に
な
っ
て
死

ぬ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
、

体
に
よ
く
な
い
生
活
習
慣
を
変
え
ら
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
沖
縄
の
健
康
長

寿
を
阻
む
も
の
と
し
て
と
く
に
問
題
に

な
っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
例
に
と
れ

ば
、
大
量
の
お
酒
を
長
期
に
わ
た
っ
て

飲
み
続
け
る
こ
と
で
依
存
症
と
な
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
が
社
会
生
活
を
し
て

い
く
上
で
の
優
先
順
位
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
、
健
全
な
社
会
生
活
を
過
ご
す

こ
と
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
や
麻
薬
な
ど

の
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ゲ
ー
ム
で
も

同
様
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
不
足
や
過
食
、
肥
満
、
生
活
習
慣

病
の
背
後
に
も
依
存
症
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

依
存
症
に
陥
ら
な
い
で
、
よ
り
良
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
沖
縄
県

の
健
康
長
寿
復
活
の
鍵
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
依
存
症
の
大
元
の
原
因

と
し
て
の
生
き
づ
ら
さ
、
満
た
さ
れ
な

さ
に
ど
う
対
処
し
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
で
は
、
そ
の
前
文
の
中

で
「
健
康
」
に
つ
い
て
「
病
気
で
な
い

と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、

そ
し
て
社
会
的
に
も
、
す
べ
て
が
満
た

さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
霊
的
（
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）
に
も
満
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
健
康
の
定
義
に
加
え
よ
う
と

い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
11
月
に
沖
縄
大
学
で
日
本
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
学
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
沖
縄
大
学
で
学
ぶ
学
生
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
こ
の
学
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
に
何
が

必
要
な
の
か
？
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
人
た
ち
に
私
達
は
何
が
で
き
る
の

か
？
と
も
に
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

沖
縄
県
の
健
康
長
寿
復
活
に
必
要
な
も
の
は
？

健
康
栄
養
学
部　

学
部
長　

山
代 

寛

長
寿
県
復
活
を
目
指
し
て
②
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　沖縄大学広報誌は 1979 年 4 月 20 日に創刊号が発行され、今号で 150　沖縄大学広報誌は 1979 年 4 月 20 日に創刊号が発行され、今号で 150
号を迎えることになりました。号を迎えることになりました。
　創刊から 2002 年（90 号）までは「入学おめでとう」と入学者全　創刊から 2002 年（90 号）までは「入学おめでとう」と入学者全
員の氏名を掲載していた時期もありました。その中か員の氏名を掲載していた時期もありました。その中か
ら今回は 1992 年に入学された「仲村顕さん」に取ら今回は 1992 年に入学された「仲村顕さん」に取
材させていただきました。仲村さんは琉球・沖縄の材させていただきました。仲村さんは琉球・沖縄の
歴史研究家、その活躍は頻繁に新聞等で報道されてい歴史研究家、その活躍は頻繁に新聞等で報道されてい
ます。記憶に新しいのが 2019 年 9 月に高知県に所ます。記憶に新しいのが 2019 年 9 月に高知県に所
蔵されていた沖縄学の父・伊波普猷の新資料の発見や蔵されていた沖縄学の父・伊波普猷の新資料の発見や
近代空手の原型を築いた糸洲安恒と推定される写真を近代空手の原型を築いた糸洲安恒と推定される写真を
見つけ出したことです。現在は沖縄県空手振興課で空見つけ出したことです。現在は沖縄県空手振興課で空
手の学問的な研究に尽力されています。手の学問的な研究に尽力されています。

あの人あの人ははいまいまあの人はいま

琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
に
は
ま
っ

た
の
は
い
つ
頃
で
す
か

沖
縄
大
学
4
年
次
の
時
に
、
山
門
健
一
先
生

の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当

時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
始
め
た
頃

で
、
ゼ
ミ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
琉
球
切
手
を

素
材
に
し
て
沖
縄
を
発
信
し
よ
う
と
先
生
の

提
案
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
沖
縄
の

歴
史
に
つ
い
て
知
ら
な
い
自
分
に
気
づ
か
さ

れ
た
ん
で
す
。
那
覇
高
校
時
代
、
沖
縄
の
歴

史
教
育
の
第
一
人
者
と
い
え
る
新
城
俊
昭
先

生
（
現
在
沖
縄
大
学
客
員
教
授
）
か
ら
歴
史

を
学
ん
で
い
た
の
で
、
少
し
は
身
に
つ
い
て

い
る
の
で
は
と
自
負
し
て
い
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
沖
縄
の
こ
と
を
知
ら
な
い
自
分
に
気

づ
い
て
、
沖
縄
の
こ
と
を
勉
強
し
な
い
と
い

け
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
の

時
の
沖
縄
大
学
に
は
琉
球
・
沖
縄
史
の
科
目

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
独
学

で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
７
年

に
は
新
城
先
生
が
会
長
を
務
め
る
「
沖
縄
歴

史
教
育
研
究
会
」
に
所
属
し
、
歴
史
の
勉
強

に
は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
の
先
祖
に

つ
い
て
調
べ
た
り
、
偉
人
の
眠
る
お
墓
を

巡
っ
た
り
、
人
物
史
の
面
白
さ
と
共
に
重
要

さ
を
感
じ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

琉
球
国
独
自
の
歴
史
や
文
化
は
う
ち
な
ー
ん

ち
ゅ
で
あ
る
以
上
知
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
現
代
の
沖
縄
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の

う
ら
に
は
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
知
ら
ず
し
て
問
題
に
立
ち
向
か
う
の

は
良
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

沖
縄
大
学
に
進
学
し
た
理
由
は
ー

（
笑
）
恥
ず
か
し
な
が
ら
正
直
な
と
こ
ろ
を

言
う
と
、
家
か
ら
近
い
と
い
う
理
由
で
沖
縄

大
学
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
推
薦
入
試

を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
沖
縄
大
学
の

入
学
試
験
倍
率
は
と
て
も
高
か
っ
た
と
覚
え

て
い
ま
す
。
積
極
的
な
理
由
に
欠
け
て
い
ま

し
た
が
、
入
学
で
き
ま
し
た
。
ど
こ
の
大

学
に
入
っ
て
も
勉
強
す
る
の
は
自
分
次
第

と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
、
大
学
入
学

後
は
と
に
か
く
講
義
を
た
く
さ
ん
履
修
し

ま
し
た
。
卒
業
す
る
ま
で
に
２
４
６
単
位

を
取
得
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
大
学

に
い
て
講
義
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
没
頭
す

る
日
々
で
し
た
。

沖
大
に
望
む
こ
と
ー
・
後
輩

と
な
る
学
生
へ
ひ
と
こ
と
ー

沖
大
は
県
内
の
大
学
の
な
か
で
も
先
陣
を

き
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
沖
大
の
歴
史
は
沖
縄
の
復

帰
史
と
並
行
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
沖
大
そ
の
も
の
の
歴
史
を

学
ぶ
講
義
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
沖
大
は
画
期
的
な
こ
と
を
や
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
ら
を
語
り

継
ぎ
、
見
直
す
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

今
後
の
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

学
生
時
代
の
宿
題
を
そ
ろ
そ
ろ
提
出
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
取
り
組

ん
だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
は
未
完
成
で
終

わ
っ
た
の
で
す
。「
琉
球
切
手
か
ら
眺
め
る

沖
縄
」
を
完
成
さ
せ
た
い
と
い
う
の
は
積

年
の
想
い
で
す
。

空手ガイド育成ワークショップの講師も務めている

広報誌創刊か
ら40年…

QQ

QQ

仲村 顕 さん

1997 年　3 月　沖縄大学卒業
（2000 年までは教員免許取得の
ため科目等履修生として在籍）
卒業後は貿易関係会社をへて出版
社等に勤務

2012 年　『琉球新報』で連載「眠れる先人た
ち－墓所にたずねる琉球・沖縄史」

（2015年まで全100 回）を執筆
ボリビアへ移住（調査・執筆活動）

2015 年　沖縄空手会館資料室所属
2017 年　沖縄県空手振興課所属

現在は歴史・人物史を軸に研究を進めている仲村さん。それらに空手家も含まれ、
学問的に検証ができていない分野のため情報収集に勤しんでいるとのことです。ま
た、行政が東京オリンピックをまえに空手ガイドの育成事業に乗り出していること
から関連事業にも従事されています。仲村さんによって紐解かれていく琉球・沖縄
の歴史に今後も期待致します。

仲村さんとは、「沖縄空手と学校仲村さんとは、「沖縄空手と学校

教育」展の監修の仕事でお会いし教育」展の監修の仕事でお会いし

ました。精力的に沖縄空手関係のました。精力的に沖縄空手関係の

資料の収集に励む氏の努力により、資料の収集に励む氏の努力により、

高知市民図書館で沖縄空手の大家高知市民図書館で沖縄空手の大家

糸洲安恒の写真が発見されました。糸洲安恒の写真が発見されました。

すばらしい成果です。すばらしい成果です。 人文学部こども文化学科人文学部こども文化学科

梶村 光郎 教授梶村 光郎 教授

c o
mm e n tco
mm e n t

2020 年 3 月 24 日まで開催
沖縄空手と学校教育について
最新の資料等が展示されています。

『空手を伝え、広める！
 　　　  ～近代の空手教師たち～』

沖縄空手会館で企画展を開催中です。
（本学こども文化学科梶村光郎教授も監修）

1月
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　沖大キャンパスには、その当時、話題となった貴重なものが
数多くあります。さまざまな人の想いや工夫がカタチになって
いる場所やモノについて不定期連載で紹介していこうと思います。
今回は 1 号館の彫刻についてです。

これらは県出身の彫刻家・能勢孝二郎さんの作品です。

沖縄出身（両親は奄美出身）/ 多摩美術大学
卒業
幼少の頃より、中城城や首里城の城壁の石
積みの造形に心を奪われ、その魅力にとり
つかれ彫刻家の道をすすむ。
シュガーホール（佐敷）や県立美術館・博
物館等に作品を展示・提供している。

能勢 孝二郎さん

『１号館建物に組み込まれた『１号館建物に組み込まれた
 彫刻の数々知っていますか』 彫刻の数々知っていますか』

vol.1

能勢さんは 1 号館の彫刻作成後、学生会館２（現在の本館建設時に解体）にあったグリーンカフェの看板も手掛け
られたそうです（残念ながら今、残ってはいません）。またグリーンカフェのテーブルは奥様の作品で、現在は本館
1 階のテラスに設置されています。

沖大の魅力に迫る

沖 大 散 策

Q 1
号
館
が
建
設
さ
れ
た
の
が
今
か
ら

34
年
前
。
学
生
数
増
加
に
対
応
し
講

堂
的
機
能
を
備
え
た
教
室
の
設
置
等
、

新
時
代
の
沖
大
の
幕
開
け
を
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
、
1
号
館
は
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
能
勢
孝
二
郎
さ
ん
は
旧
本
館

ビ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
た
沖
大
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
第
1
回
目
に
彫
刻
展

を
開
催
し
、
そ
の
縁
か
ら
1
号
館
へ
の

作
品
提
供
の
依
頼
を
受
け
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
能
勢
さ
ん
の
作
風
の
中
で

も
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
が
1
号

館
の
彫
刻
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

能
勢
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　  

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
や
意
味
は
な
い
ん
で
す

（
笑
）。
あ
の
頃
は
ま
だ
若
く
、
体
力
も

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
と
に
か
く
創
り
た

い
！
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う

な
想
い
と
身
体
が
連
動
し
て
生
ま
れ

た
作
品
で
す
。「
好
き
に
つ
く
っ
て
い

い
よ
」
と
い
う
沖
大
側
か
ら
の
意
向
が

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
完
成
後
に

は
自
分
自
身
の
作
品
の
幅
が
広
が
り
、

そ
の
後
は
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
に

作
品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

沖
大
の
作
品
の
よ
う
に
建
築
物
に
彫

刻
す
る
の
は
、
当
時
は
初
め
て
の
方
法

で
、
建
築
中
の
足
場
を
利
用
し
て
作
業

を
し
た
ん
で
す
。
懐
か
し
い
で
す
ね
。

【
1
号
館
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
】

お
も
し
ろ
さ
を
狙
っ
た
も
の
。
平
面
的

な
図
形
（
円
と
三
角
）
と
、
立
体
的
な

図
形
（
球
と
四
角
錘
）
と
が
組
み
あ
わ

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
レ
リ
ー
フ
で

は
平
面
図
形
と
立
体
図
形
と
が
い
わ
ば

逆
転
さ
れ
て
い
て
、
平
面
図
形
（
円
と

三
角
）
が
立
体
的
に
ま
た
、
立
体
図
形

（
球
と
四
角
錘
）
が
平
面
的
に
（
山
吹
色

の
線
の
部
分
）、
造
形
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
逆
転
さ
れ
た
平
面
図
形
と
立
体
図

形
と
が
調
和
し
た
造
形
そ
の
も
の
に
、

お
も
し
ろ
さ
を
も
た
せ
て
あ
げ
て
い
ま

す
。（
１
９
８
５
年
1
月
発
刊
の
広
報
誌

よ
り
能
勢
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

【
階
段
付
近
の
ブ
ロ
ッ
ク
レ
リ
ー
フ
】

こ
れ
は
両
手
を
組
ん
だ
よ
う
な
彫
刻
で

す
ね
。

【
1
号
館
側
面
の
円
形
レ
リ
ー
フ
】

間
隔
が
違
う
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
感
等
を

出
し
た
ん
で
す
。
進
化
し
続
け
る
沖
大

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　  

沖
大
に
つ
い
て

沖
大
は
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
ね
。
良

い
方
向
に
。
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　  

今
後
・
夢
に
つ
い
て

24
時
間
彫
刻
家
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
イ
メ
ー
ジ
は
湧
い

て
い
て
、
今
後
も
夢
を
形
に
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

QQ

『沖縄県立博物館・美術館　展示作品』
『作品名：CONCRETE AND STEEL　制作年：2007 年』
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QQ 絵を描くようになったのはいつ頃からですか？絵を描くようになったのはいつ頃からですか？
　本格的には 2019 年の９月頃です。現在は空手の練習ができない時間に絵を描いて、インスタグラムに投稿して評価し
てもらって、アーティスト仲間が増えていっています。でも絵は小さい頃から好きで、小学生のときには、那覇市新都心の
コミュニティバスに３ヶ月間、絵がラッピングされたこともあります。

Q 沖縄大学に進学を決めたのはどうしてですか？
　空手です。小さい頃から空手が好きで、高校も空手で有名な浦添高校へ進み、沖大でも空手をしたいと推薦で入学しま
した。勉強は苦手なのですが語学を身に着けたい、特に中国語をと思って今は頑張っています。アーティスト活動をするうえ
でも中国や台湾を視野にいれているので英語と中国語は大学時代に習得したいと、勉強も頑張っています。

Q 学園祭や沖縄銀行でのアート展への出展等、急速に活動の幅を広げていますがー
　今は絵を描くのがとても楽しいですし、多くのアーティストさんたちとの交流で次の企画等が決まっていっている状況
です。展示会などは来場いただいた方と直にお話させていただき、「かわいい」「すごい」と絵を評価してもらえると嬉し
いですし、実際に触れ合えるのは大事で、制作活動の励みにもなっています。

Q ソフトクリームと自由の女神を掛け合わせたデザインにこだわっているのはどうしてですか
　将来的にニューヨークに行きアーティスト活動をしたいという想いがあり、自由の女神で作品をつくりたいと思ったこと
がきっかけです。それにソフトクリームを乗せてみたら面白いかなと思ったら好きなモチーフになりました。一時期はこだ
わって描いていましたが、最近は新しいモチーフも描いています。

Q 今後の活動について
　年末は奥間ビーチで年越しライブペイントのイベントを行う予定です（取材日時 12 月初旬）。それと現在、県内量販店
さんとのコラボ企画も進んでいます。来年には商品化される予定です。

Q 今後の夢について
　世界で活躍できるアーティストになりたいです。もちろん、空手も続けていきます。絵と空手、どちらも大好きなんです。
世界で大きな賞を取り、展覧会をすることが今の夢です。

　今号の表紙を飾ってくれたのは国際コミュニケーション学科 3 年の Kota（比嘉康太）さんの作品です。Kota さんは 2019 年 11 月
には沖縄銀行本店で「Seeker」ごみのポイ捨てにアートで抗議しようという展示会に出展したり、沖大祭でもアート展を開催するなど、
精力的にアーティスト活動をスタートさせています。これまでは空手一筋の体育会系男子だった Kota さんですが 2019 年３月に膝の
手術を受け、空手の練習に変えて取り組みはじめたのが『絵』でした。そんな Kota さんにお話を伺いました。

SPECIAL INTERVIEW

【主な作品展示】

2019　8.24 ～ 9.1

Seeker
（Stock Room Gallery Koza)

11.3 ～ 11.4　沖大祭

11.6 ～ 11.15

Seeker（沖縄銀行本店）

【主なお仕事】

2020  かりゆしウェア商品展開

　　　  （県内量販店にて発売予定）

1月
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